朝日カルチャーセンター新宿「論語の世界」
講師 加藤徹　http://www.geocities.jp/cato1963/
第二回　2010.5.8(土) 10:30-12:00
「あの世」はあるのか？－科学とオカルトは紙一重
☆近代科学は「あの世」ばなれできない西洋的思考から生まれた☆
『人間理解のコモンセンス』(培風館、2002年)所収「中国古典からの発想」より

http://www.geocities.jp/cato1963/china-ideas.html#07
東洋の早熟な合理主義者たちと比較すると，ソクラテスやピタゴラスがオカルト信奉者に見えてきます。錬金術に入れ込んだニュートン，交霊術に幻惑されたクルックス，「霊界との交信機」を試作したエジソン，妖精の写真を本物だと信じたコナン・ドイル，等々，西洋の知識人がオカルト的なものにのめりこんだ例は，枚挙にいとまがありません。
　皮肉なことに，近代的な意味での科学は，合理主義的な東洋でなく，オカルトや宗教と縁が切れない西洋的思考から生まれたのです。なぜでしょう？
　科学と宗教は，対立するものというイメージもありますが，歴史的にみると，科学は宗教から生まれた「鬼っ子」でした。両者とも，「この世」の背後にある普遍的な真理や秩序を探求するという点では，本質的に同系の精神的営為のシステムなのです。
　もう一つ，西洋の科学が驚異的に発展した秘密は「セレンディピティ」(serendipity)にあります。(以下、略)

☆本日の『論語』選読☆

07-20子不語怪力乱神。

子、怪力乱神を語らず。

Confucius did not talk about prodigies, force, disorders, and gods.

※「怪」の英訳がprodigy(驚異的なもの、ひと)となっていることに注意。

06-20樊遅問知子曰務民之義敬鬼神而遠之可謂知矣問仁子曰仁者先難而後獲可謂仁矣。
　樊遅、知を問う。子曰く「民の義を務め、鬼神を敬してこれを遠ざく、知と謂うべし」と。仁を問う。曰く「仁者は難きを先にして獲るを後にす。仁と謂うべし」と。

※古漢語「鬼神」の意味は「spirits and gods」。「鬼」は「オニ」ではない。
11-11季路問事鬼神子曰未能事人焉能事鬼曰敢問死曰未知生焉知死。
　季路、鬼神に事うることを問う。子曰く「未だ人に事うること能わず、焉んぞ能く鬼に事えん」と。曰く「敢えて死を問う」と。曰く「未だ生を知らず、焉んぞ死を知らん」と。

Chi Lu asked about serving the spirits and gods. Confucius said, “Not able to serve the living, how is it possible to serve the spirits?” Chi Lu ventured to ask about death. Confucius said,“Not knowing about life, how is it possible to know about death?”
02-17子曰由誨女知之乎知之爲知之不知爲不知是知也。
子曰く「由（ゆう）、女（なんじ）に之を知ることを誨（おし）えんか。之を知るを之を知ると為し、知らざるを知らずと為せ。是（こ）れ知るなり」と。
03-12祭如在祭神如神在子曰吾不与祭如不祭。
(通説は「祭如在、祭神如神在」と切る)
祭ること在（いま）すがごとくし、神を祭ること神在すがごとくす。子曰く「われ祭に与（あずか）らざれば、祭らざるがごとし」と。
(別の説では「祭如在祭、神如神在」と切る)
祭ること祭に在るが如くせば、神は神在すが如し。…

02-16子曰攻乎異端斯害也已。 
子曰く「異端を攻（おさ）むるはこれ害なるのみ」と。
Confucius said,“To attack estremes is harmful indeed.”
(極端なことに挑戦するのは有害な行為だ)
※原語「異端」の英訳は「extreme(s)」。heresy(異端)と訳していないことに注意。ちなみに英単語heresyの語源は「選択」を意味するギリシャ語。
09-16子在川上曰逝者如斯夫不舍晝夜。
子、川の上（ほとり）に在りて曰く「逝（ゆ）く者は斯（か）くの如きか、昼夜を舎（お）かず」と。
☆漢字の字源に見る古代中国人の死生観☆
死 生 古 鬼 怪 魂 魄
　　　神 霊 墓 葬 幽 冥 明…の字源
　漢字の起源は殷(いん)代後期、紀元前13世紀ごろの甲骨文字までさかのぼる。字源の解釈は、殷の時代の中国人の世界観を推定する作業でもある。孔子が生まれた紀元前6世紀には、まだ殷人の世界観のなごりが強く残っていたと推定される。

　　　　　　　　　　　　　　　参考　加藤徹『怪力乱神』(中央公論新社、2007)

以下の字源解釈は藤堂明保の説にしたがう。
死　「歹(バラバラになった骨の断片)と人」の会意文字。細、私と同系。

生　「若芽の形＋土」の会意文字。青、牲、姓、性と同系。

古　まつってある祖先の頭蓋骨を描いた象形文字。固、枯と同系。

鬼　大きなまるい頭をして足もとの定かでない亡霊を描いた象形文字。
→魁は、大きなまるい頭。塊は、まるいかたまり。回は、まるい。

怪　塊と同系の字で、まるい頭をして突出して異様な感じをあたえるモノ。

魂　まるくもやもやした火の玉。鬼の語尾がnに転じたことば。

魄　遺体をさらして残った白骨。
神　天地や自然のカミ。申(いなずま。電)に示(祭壇の意符)。
霊　冷たく澄みきった無形のたましい。零、澪、令、冷、玲も近縁。
墓　太陽が草に沈んで隠れる「莫」と、死者の土盛り「土」。幕、暮、無と同系。
葬　草と草のあいだに「死」。蔵(しまいこむ)、倉(しまう)と同系。
幽　山の中に細い糸二つで、ほの暗くかすかにしか見えない山中。幼、夭と同系。
冥　おおいのふた＋日＋六(入)、で暗いことをあらわす。瞑と同系。

明　「まど」から月の光がさしこむこと。望、萌、夢と同系。

☆中国の六芸とヨーロッパの自由七科の比較☆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　中世ヨーロッパ　　神学＞哲学＞自由七科
	名称
	六芸(六藝)
	自由七科(リベラル・アーツ)

	対象
	古代中国の「士」
	ギリシャ・ローマの「自由人」(非奴隷、市民)

後に中世ヨーロッパの知識人

	科目
	礼、楽、射、御、書、数
	三学…文法学、論理学、修辞学
四科…幾何学、数論、天文学、音楽


【参考】『論語』09-02逹巷黨人曰大哉孔子博學而無所成名子聞之謂門弟子曰吾何執執御乎執射乎吾執御矣。
　達巷の党人曰く「大なるかな孔子、博く学びて名を成す所なし」と。子、之を聞き、門弟子(もんていし)に謂いて曰く「吾、何をか執(と)らん。御（ぎょ）を執らんか、射を執らんか。吾は御を執らん」と。
☆既知の文学、未知の文学☆

	中国の「小説」(原義はつまらぬもの)
既知の世界、枠組文学、予定調和的結末
西遊記、水滸伝、三国志…
孔子「述而不作…」「知之為知之…」
	西洋のNOVEL(原義は新しいもの)

未知の世界・結末、世界観文学

ガリバー旅行記、その他SF……
ソクラテス「無知の知」


【参考】西洋の知識人の言説
☆神の声を聞いたソクラテス(前469？-前399)☆
「(前略)私には一種の神的で超自然的(ダイモ二オン)な徴(しるし)[声]が現われることがあるということである。(中略)これはすでに私の幼年時代に始まったもので、裏(うち)に一種の声が聴こえて来るのである。そうしてそれがきこえるときには、それはいつも私の為さんとするところを諫止するが、決して催進することをしない。」
──プラトン著、久保勉訳『ソクラテスの弁明』(岩波文庫、2001年第83刷)p.41より
☆輪廻転生を信じたプラトン(前427-前347)☆
「(前略)もしも生を受けたものがすべて死んでゆき、ひとたび死んだならば、死者はその状態に留まって再び生き返らないとするならば、最後には万物が死んで、生きているものはなにもない、ということになるのは大いなる必然ではないか。(中略)生き返るということも、生者が死者から生まれるということも、死者たちの魂が存在するということも、本当に有ることなのだ。」
──プラトン著、岩田靖夫訳『パイドン』(岩波文庫、2000年第3刷)PP.53-54より
「(前略)われわれの魂は、かつて天上の世界にあってイデアだけを見て暮らしていたのだが、その汚れのゆえに地上の世界に追放され、肉体（ソーマ）という牢獄（セーマ）に押し込められてしまった。そして、この地上へ降りる途中、忘却（レテ）の河を渡ったため、かつて見ていたイデアをほとんど忘れてしまったが、この世界でイデアの模像である個物を見ると、その忘れていたイデアをおぼろげに思い出す。こうして、われわれが眼を外界から魂の内面へ向けなおし、かつて見ていたイデアを想起するとき、われわれは事物をその原型に即して真に認識することになる。」
──木田元『哲学キーワード事典』(新書館、2004)p.50 
☆科学はdeep religious feelingに根ざすと考えたアインシュタイン☆
「近代科学の研究をささえる精神について、私見を述べますと、科学の領域におけるすぐれた思索はすべて深い宗教的感覚に根ざすものであり、またそのような感覚が欠ければ不毛になるでしょう。」
　Speaking of the spirit that informs modern scientific investigations, I am of the opinion that all the finer speculations in the realm of science spring from a deep religious feeling, and that without such feeling they would not be fruitful.
──Max Jammer, Einstein and religion, (Princeton University Press, 1999), p.68
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